





Progress of Major Wooden Furniture Manufacturers' Trade in the Postwar Japan:














　　In the postwar Japan, distribution channels for domestic wooden furniture have been 
shortened, but mediators for consumers have been varied. The domestic wooden furniture 
has been sold through furniture retailers, department stores and general merchandising 
stores, as well as through non-store retailers and others. Distribution channels for commer-
cial wooden furniture have been varied from direct contracts to multi-stage contracts. 
Main distributors for imported wooden furniture have been furniture manufacturers and 
trade companies. A common distribution strategy among major Japanese wooden furniture 
manufacturers was to focus on major cities like Tokyo, Osaka, Sapporo and Fukuoka. Ten-
do Mokko, which focused on commercial furniture, completed its branch network by the 





























ture, completed their branch networks in the mid 70s, as prefabricated houses became pop-
ular and truck distribution system advanced in the decade.
























































































図 1　ホームユース家具流通経路図（1979年） 図 2　ホームユース家具流通経路図（1985年）


































































































































した（表 1）。それによれば、第 1期（1955 ‒ 60年）は百貨店による単品輸入が中心で









時期区分 年 国内小売業者・国内メーカー 輸入元国 輸入元メーカー
第 1期　百貨店の単品輸入 1956 高島屋 イタリア イタリアンフェア
第 2期　輸入専門会社設立
1964 モダン・ファニチャー・セールス アメリカ ハーマン・ミラー
1964 日本アスコ フィンランド アスコ
1965 日本総業（モビリア） 各国 各国
第 3期　半製品・部分品・
　　　　ライセンス生産
1965 国際インテリア（ノル・ジャパン） アメリカ ノル
1965 岡村製作所 ドイツ フォルツェフェル社製インターウォール
1967 大丸木工 アメリカ ドレクセル
1969 アルフレックス・ジャパン イタリア アルフレックス
1970 C＆ Bジャパン イタリア C＆ B
1970 フォルマインテルナ 　－ 　－
























































































































































































































1984 ‒ 1996 諸官庁、各国大公使館、全国有名百貨店、全国有名家具店、全国著名ホテル・旅館、アメリカ他世界
各国へ輸出
1997年 諸官庁、各国大公使館、全国有名百貨店、全国有名家具店、全国著名ホテル・旅館、アメリカへ輸出
1998 ‒ 2000年 諸官庁、各国大公使館、全国有名百貨店、全国有名家具店、全国著名ホテル・旅館
2000 ‒ 02年 諸官庁、各国大公使館、全国有名百貨店、全国有名家具店、全国著名ホテル・旅館・ケア施設






















とが窺える。またカリモクはその最盛期には営業所数が 46件（1994 ‒ 98年）となり、

































































































少ない。カリモクの最盛期における営業所数の 46件（1994 ‒ 98年）、コスガの最盛期に
おける営業所数の 20件（1987 ‒ 89年）と比較すると、天童木工の最盛期における営業

























































































 3） 『コスガ総合カタログ』（1957年版～ 2007 ‒ 08年版）、『天童木工総合カタログ』（1958
‒ 60年版～ 2008 ‒ 09年版）、『カリモク総合カタログ』（1970年版～ 2004 ‒ 05年版）
を参照した。
 4） 小原二郎・小野隆，「1 ‒ 3商品流通：（1）流通機能と流通機構」，『インテリアコーディ
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た（『飛騨産業株式会社七十年史』pp.203 ‒ 207）。但しカリモクにおいては 1960年
代中盤より国内向け家具の製造販売を開始している。
 34） 「三国間貿易」は 1977年版『コスガ会社案内』p.6初出。1982, 1986, 1989 ‒ 90, 
1992 ‒ 93, 1993 ‒ 94年版『コスガ総合カタログ』にも記載あり。1994 ‒ 95以降に記
載なし。
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